
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
賛
否
討
論

　▲放課後子ども教室にて
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ジ
）

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
　
税
収
が
減
少
す
る
中
、

税
の
収
納
率
を
向
上
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

の
収
納
に
関
す
る
取
組
を
聞

き
た
い
。

　
ま
た
、
他
市
に
お
け
る
先

進
的
な
取
組
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
な
い
か
。

納
税
課
長
補
佐
　
収
納
に
関

す
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
す
る
ほ
か
、
電
話
催
告
業
務
に
お
い
て

現
在
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託

に
加
え
、
自
動
音
声
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
す

る
な
ど
徴
収
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
進
市
に
お
け
る
取
組
の
導
入
に

関
し
て
は
、
現
在
、
都
と
都
内
の
自
治
体
が

共
同
で
収
納
率
向
上
の
た
め
の
各
種
施
策
を

展
開
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

委
員
　
市
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
組
に
お

け
る
考
え
方
を
聞

き
た
い
。

政
策
課
長
　
説
明

会
等
で
い
た
だ
い

た
市
民
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
現

状
、
課
題
、
同
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
組
の
必
要
性
等
、
最
適
化
に
向

け
た
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
各
施
設
の
検
討
項
目
や
期
間

な
ど
を
定
め
る
実
行
計
画
の
策
定

に
向
け
た
業
務
委
託
を
予
定
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
施
設
改
修
の
優
先
付
け

等
に
必
要
な
簡
易
劣
化
診
断
を
本

格
的
に
行
い
、
実
行
計
画
の
中
で

施
設
等
の
計
画
的
な
維
持
更
新
に

よ
る
財
政
負
担
の
平
準
化
な
ど
に

つ
い
て
も
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
平
成
24
年
度
に
本
市
が
稲

城
・
府
中
墓
苑
組
合
に
負
担
し
て

い
る
５
４
０
０
万
円
の
内
訳
を
聞

き
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
も
経
常
的
経
費
と

し
て
掛
か
る
費
用
な
の
か
。

住
宅
勤
労
課
長
　
本
市
と
稲
城
市

の
負
担
金
は
あ
わ
せ
て
約
１
億
８

０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
人
件

費
等
の
一
般
管
理
費
で
約
５
８
０

０
万
円
、
24
年
度
に
行
っ
た
起
債

の
利
子
が
約
２
１
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
更
に
25
年
度
末
に
予

定
し
て
い
る
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

の
建
設
工
事
へ
の
負
担
が
約
２
１

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
同
様
に
負
担
金
が
掛
か

っ
て
い
く
と
思
う
が
、
27
年
度
以

降
は
墓
地
売
却
に
よ
る
歳
入
に
よ

り
負
担
額
も
変
わ
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
国
は
、
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
を
平

成
25
年
度
よ
り
廃
止
し
、
各
省
庁
の
交
付
金

に
移
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
本
市
の
25

年
度
予
算
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
か
聞
き

た
い
。

　
ま
た
、
移
行
に
よ
る
市
へ
の
影
響
は
。

財
政
課
長
　
本
市
の
予
算
に
該
当
す
る
も
の

と
し
て
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
や
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、

国
は
移
行
に
当
た
り
交
付
金
の
運
用
等
の
改

善
に
取
り
組
む
と
し
て
お
り
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
に
お
い
て
は
新
た
に
防
災
・

安
全
に
特
化
し
た
交
付
金
を
創
設
す
る
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
当
面
は
現
行
の
交
付
金
の
制
度
が

継
続
す
る
こ
と
か
ら
本
市
へ
の
影
響
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

委
員
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
運

営
を
ど
の
よ
う
な
団
体
が
行
っ
て

い
る
か
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
学
童
ク
ラ
ブ
と
の
す
み

分
け
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

児
童
青
少
年
課
長
　
同
教
室
は
子

ど
も
の
健
全
育
成
の
ほ
か
、
ス
ポ

ー
ツ
、
野
外
活
動
、
高
齢
者
の
社

会
貢
献
な
ど
を
目
的
に
活
動
す
る

９
団
体
に
運
営
を
委
託
し
て
お
り
、

大
学
生
、
高
齢
者
な
ど
様
々
な
ス

タ
ッ
フ
が
地
域
や
学
校
と
協
力
し

て
教
室
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
す
み
分
け
に
つ
い
て
、

学
童
ク
ラ
ブ
は
保
護
者
が
共
働
き

委
員
　
平
成
25
年

度
予
算
で
は
、
従

来
、
計
上
さ
れ
て

い
た
介
護
予
防
推

進
事
業
が
一
般
会

計
で
は
な
く
介
護

保
険
特
別
会
計
の

中
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
分
、

一
般
会
計
予
算
の

中
で
新
た
な
事
業
を
行
っ
て
い
く

考
え
な
の
か
。

福
祉
保
健
部
次
長
　
地
域
に
お
け

る
医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化
し
、

在
宅
療
養
の
環
境
整
備
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
在
宅
療
養
環
境
整
備

推
進
協
議
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、

孤
独
死
を
防
ぐ
た
め
、
疾
病
を
有

す
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
緊
急
時
見
守
り
事

業
、
高
齢
者
熱
中
症
予
防
対
策
事

業
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
も
更
な

る
効
果
的
な
介
護
予
防
の
方
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

の
場
合
な
ど
に
児
童
を
預
か
り
育

成
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
同
教
室

は
参
加
の
要
件
が
な
く
、
学
校
施

設
を
活
用
し
た
児
童
の
安
心
・
安

全
な
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
す
事

業
と
し
て
い
る
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
平
成
25
年
度
は
高
野
市
長
が
政
策

を
明
確
に
し
、
実
行
す
る
年
度
で
あ

る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
事

業
の
重
点
を
ど
こ
に
置
い
た
か
が
予

算
審
議
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
多
く
の
市
民
は
新
規
投
資
事
業
で

は
な
く
、
将
来
に
希
望
が
生
ま
れ
る

施
策
を
期
待
し
て
い
る
と
思
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
予
算
で
は
教

育
費
に
お
い
て
学
校
裁
量
に
よ
る
事

業
の
整
理
統
合
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

市
民
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
事

業
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

耐
震
改
修
促
進
計
画
に
含
ま
れ
な
い

病
院
の
耐
震
化
に
対
す
る
支
出
や
再

開
発
事
業
へ
の
補
助
金
な
ど
は
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
本
予
算
に
反
対

す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
本
予
算
は
、
高
野
市
政
初
の
本
格

予
算
で
９
２
７
億
円
に
上
る
史
上
最

大
規
模
の
編
成
と
な
っ
た
。
特
に
、

府
中
駅
南
口
第
一
地
区
再
開
発
の
事

業
費
な
ど
に
１
０
４
億
円
、
庁
舎
建

設
用
地
の
拡
張
に
向
け
て
14
億
円
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
再
開
発
と
庁
舎

建
設
の
２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
走
り

出
す
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
市
の
各
事
業
に
関

す
る
予
算
は
、
枠
配
分
方
式
に
よ
る

前
年
度
比
７
％
の
削
減
が
行
わ
れ
て

お
り
、
総
合
健
康
診
査
事
業
が
廃
止

さ
れ
る
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
削
減
が
及
ん
で
い
る
。

　
市
民
生
活
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

市
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
を
最
優
先
す

る
市
政
へ
の
転
換
を
求
め
、
本
予
算

に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
公
明
党

　
本
予
算
は
社
会
保
障
経
費
の
更
な

る
増
加
や
義
務
的
経
費
が
歳
入
を
上

回
る
状
況
で
あ
る
ほ
か
、
交
付
金
の

減
収
な
ど
深
刻
な
財
源
不
足
に
直
面

し
て
い
る
中
で
の
編
成
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
予
算
で
は
、

事
務
事
業
点
検
や
投
資
的
経
費
の
査

定
方
式
導
入
な
ど
に
よ
る
総
合
的
視

点
か
ら
、「
選
択
と
集
中
」
の
考
え

方
に
よ
っ
て
絞
り
込
ま
れ
て
お
り
、

市
の
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
た
と
考

え
る
。
ま
た
、
組
織
再
編
、
行
財
政

改
革
の
断
行
、
市
民
協
働
体
制
や
危

機
管
理
体
制
の
強
化
、
今
後
を
見
据

え
た
投
資
へ
の
取
組
な
ど
積
極
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
伝
統
継
承
と
時
代
に
即
し
た
市
民

目
線
の
市
政
運
営
を
期
待
し
、
本
予

算
に
賛
成
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、

本
予
算
で
は
収
支
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
財
源
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に

経
費
削
減
に
取
り
組
む
な
ど
全
庁
一

丸
と
な
っ
て
行
財
政
改
革
を
進
め
て

い
る
。

　
事
務
事
業
点
検
の
結
果
を
生
か
す

な
ど
、
健
康
、
環
境
政
策
、
防
災
、

福
祉
等
の
充
実
が
横
断
的
に
図
ら
れ

た
施
策
展
開
で
あ
る
こ
と
が
評
価
で

き
る
。
ま
た
、
市
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
の
推

進
を
期
待
す
る
。

　
本
予
算
が
第
６
次
府
中
市
総
合
計

画
を
見
据
え
、
市
民
と
協
働
し
た
更

な
る
市
の
発
展
と
「
洗
練
さ
れ
た
魅

力
あ
ふ
れ
る
　
笑
顔
の
府
中
」
の
実

現
に
向
け
た
予
算
と
確
信
し
、
本
予

算
に
賛
成
す
る
。

市民税や固定資産税等の

収納に関する取組は

市公共施設マネジメント事業の

取組における考え方は

介護予防の推進として

新たな事業を行う考えは

国
の
地
域
自
主
戦
略
交
付
金

廃
止
に
よ
る
市
へ
の
影
響
は

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

運

営

団

体

は

稲
城
・
府
中
墓
苑
組
合
に
対
す
る

負

担

金

の

内

訳

は

2264号　平成25年（2013年）４月27日発行 予算特別委員会・賛否討論


